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第6節 

区民の暮らしを力づよく 

支えるまちづくり 

 

１ 都市基盤の充実・質の向上 

（１）土地利用と市街地整備の方針 
（２）木造密集市街地の改善 

（３）良好な市街地環境の創出 

（４）大規模公園予定地の整備 

（５）地域生活圏と中心核の整備 

 

２ 利便性の高い道路、交通、情報ネットワークの整備 

（１）道路ネットワークの形成 

（２）鉄道の整備 

（３）楽しく快適に移動できる交通 

（４）情報通信ネットワーク化の推進 

 

３ 地域の魅力を高めるまちづくり 

（１）水と緑にあふれる都市環境の充実 

（２）美しい都市景観づくり 

（３）住みよく永住できる居住環境づくり 

（４）歩いて楽しめる個性あるまち 

（５）安心して生活できるまちづくり 

 

４ 安全で災害に強いまちづくり 

（１）防災まちづくり 

（２）防災体制の充実 

（３）みんなで守るまちづくり 
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１ 都市基盤の充実・質の向上 

【施策の考え方】 

「江戸川区街づくり基本プラン」に基づいた計画的なまちづくりを進め、安全で魅力ある都市の形成を目指し、

社会経済状況の変化及び価値観の多様化に対応した、区民生活の質が高まるよう、土地利用、市街地整備等

を進めます。 

併せて、これからのまちづくりにおいて、区民が主体的に活動し、地域毎に将来のまちの姿について区と認識

を共有し、地区の個性に応じた区民発意のまちづくりを進めます。 

【施策体系図】  

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

都
市
基
盤
の
充
実
・
質
の
向
上 

７０１ 良好な住宅市街地の形成 

７０２ 調和のとれた住工共存型市街地の形成 

７０３ にぎわいある商業系市街地の形成 

ア． 南小岩六丁目地区第一種市街地再開発事業 

イ． JR小岩駅北口地区第一種市街地再開発事業 

ウ． 京成小岩駅周辺地区の整備 

エ． 南小岩七丁目地区土地区画整理事業・市街地再開発 

事業一体的施行 

オ． 補助第２８５号線（南小岩八丁目）・区画街路第２８号線  

カ． 平井五丁目駅前地区第一市街地開発事業【新】 

７０４ 農地の保全 

７０５ 流通業務地区 

７０６ 土地利用調整地区 

 

７０７ 木造住宅密集地区の整備 

ア． 密集住宅市街地整備促進事業 

イ． 不燃化特区事業 

ウ． 都市防災不燃化促進事業 

７０８ 細街路の整備および狭小敷地の改善 

ア． 良質な居住水準への誘導 

７０９ 小松川地区防災拠点再開発事業 

 

７１０ 土地区画整理事業の推進 

     ア．土地区画整理事業の推進 

 

７１１ 地区別整備方針の確立 

ア． スーパー堤防とまちづくり整備地区の検討【新】 

イ． スーパー堤防とまちづくり地区別整備の推進 

アー１ 北小岩一丁目東部地区 

アー２ 上篠崎一丁目北部地区 

 

土
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次ページへ 
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（１）土地利用と市街地整備の方針 
７０１ 良好な住宅市街地の形成  
地域地区※指定、地区計画※等を活用し、土地の細分化防止、建物の高さ規制等によって、地区ごとの特性

にあわせた良好な住環境の創出及び保全を図ります。 

また、木造住宅密集地区※については、密集住宅市街地整備促進事業※を推進することにより、生活道路を

拡幅し、安全な住宅市街地の形成を図ります。併せて、建替え更新時に狭あい道路の拡幅整備、狭小敷地の

改善のための隣接敷地買い増しの誘導等を図るとともに、一定規模の土地の開発に当たっては、周辺の住環

境と調和のとれた土地利用を誘導します。 

※ 地域地区：都市計画区域内の土地を利用目的によって区分し、建築物等について必要な制限を課すことにより、土地の合理

的利用を図るもの。 

※ 地区計画：小規模な地区を対象として、用途地域では決められない詳細な土地利用、建築の形態等を決める計画。 

※ 木造住宅密集地区：木造住宅の密度が高く、その中に老朽住宅が相当数含まれ、道路等の公共施設整備の水準が低く、防

災危険度が高い地区。 

※ 密集住宅市街地整備促進事業：老朽木造住宅が密集している地区において、道路や公園等の公共施設、生活環境施設の整

備や老朽木造住宅の建替え等を促進し、居住環境の向上や良質な住宅供給を行う事業。 

 
７０２ 調和のとれた住工共存型市街地の形成  
用途地域※、特別用途地区※、地区計画等を活用することにより、地区ごとの特性にあわせたきめ細かい地区

ルールづくりを推進し、住工が共存する環境の整備に努めます。 

また、工業系用途地域内での集合住宅等の土地利用の転換に当たっては、周辺環境との調和に配慮した建

設計画を誘導します。 

※ 用途地域：住宅・商店・工場等が混乱して立地するのを防ぐため、地域ごとに建てられる建物の種類を規制したもの。 

※ 特別用途地区：地域地区の目的を基本とし、これを補完するため、建築基準法に基づき地区の特性や課題に応じて地方公共

団体の条例で建築物の用途に係る規制の強化又は緩和を行うもの。（本区の場合は、特別業務地区、特別工業地区の２種類

を指定） 
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７１２ 篠崎公園・宇喜田公園の整備促進 

ア． 篠崎公園・宇喜田公園の整備促進 

イ． 公園整備にあわせた高台化の推進 

７１３ 江戸川緑地における整備のあり方の検討 

ア． 江戸川緑地における整備のあり方の検討 

 

７１４ 生活圏の個性を活かした魅力あるまちづくり 

 

７１５ 地区計画によるまちづくりの誘導 

ア． 地区計画の策定 

７１６ 自主的なまちづくり活動の支援 

ア． まちづくり推進コンサルタントの派遣 

７１７ 区民提案によるルールづくりの推進 

前ページより 
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７０３ にぎわいある商業系市街地の形成  
主要鉄道駅の周辺は、商業や交通の拠点となる地域中心核にふさわしい高度利用を誘導し、賑わいのある

商業機能、事務所等の業務機能の充実を図ります。特に、ＪＲ小岩駅周辺地区は、道路・駅広場等の都市施設、

及び地区別の事業推進を図ります。また、京成小岩駅周辺地区は京成本線連続立体化事業の推進に向けて、

まちづくりを進めます。 

平井五丁目駅前地区は、駅前商業拠点としての商業・業務施設の充実と、質の高い住宅供給による定住人

口の増加、及びにぎわいを創出するため歩行空間の整備を図ります。 

施策コード ７０３ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018年度） ３１年度（2019年度） ３２年度（2020年度） 

南小岩六丁目地区 

第一種市街地再開発事業 
権利変換計画認可 建設工事 同左 

事業費 ３６８，４００千円 ５，３５２，０００千円 ２，０９３，０００千円 

JR小岩駅北口地区 

第一種市街地再開発事業 
都市計画決定 

事業認可 

組合設立 
権利変換計画認可 

事業費 ０千円 １，０８０，０００千円 ５，１９１，０００千円 

京成小岩駅周辺地区の整備 地区再生計画作成 同左 街区整備計画作成 

事業費 ９,５７６千円 ※※※千円 ※※※千円 

南小岩七丁目地区 

土地区画整理事業・市街地

再開発事業一体的施行 

事業計画策定(区画整理)

都市計画協議(再開発) 
同左 

換地計画認可(区画整理) 

事業認可・組合設立(再開

発） 

事業費 ５８４，２８１千円 ２７５，０００千円 ２２６，０００千円 

補助第２８５号線 

（南小岩八丁目） 

区画街路第２８号線 

用地買収 同左 街築工事 

事業費 ３８，２１１千円 ７１１，０００千円 ７５６，０００千円 

平井五丁目駅前地区 

第一種市街地再開発事業

【新】 

事業認可 

組合設立 
権利変換計画認可 建設工事 

事業費 ２９２，９００千円 １，８２９，０００千円 １，３７８，０００千円 

 
７０４ 農地の保全 
「江戸川区生産緑地地区に定めることができる区域の規模に関する条例」の制定により指定面積を引き下げ

たことから、生産緑地地区の追加指定を行い、農地の保全に努めます。 

 
７０５ 流通業務地区 
東京東部の流通拠点としての環境を維持するとともに、高機能な物流拠点としての適切な誘導を図ります。 

 

７０６ 土地利用調整地区 
大規模な都市機能の転換に当たっては、地区の立地特性・機能特性を考慮しながら、特別用途地区、地区計画

等の活用を図り、都市の魅力と活力につながる土地利用の促進に努めます。 
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（２）木造密集市街地の改善 

７０７ 木造住宅密集地区の整備  

主要生活道路の拡幅、防災機能を持つ公園・ひろば等の整備を推進し、良好な住環境と災害に強いま

ちづくりを推進します。 

不燃化特区事業は、東京都防災都市づくり推進計画における整備地域内の特に改善を要する地域を不

燃化特区（重点整備地域）に指定し、地区内において老朽化建築物の除却や不燃化を促進することで、

燃えにくいまちの形成に努めます。 

また、主要な避難路である都市計画道路の整備に合わせ、沿道の老朽建築物の不燃化建替えを促進し、延

焼遮断帯の形成を図ることにより、大地震等による火災時の安全な避難・輸送を確保するとともに、火災の燃え

広がりにくい防災性の高い市街地の形成を図ります。 

施策コード ７０７ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018年度） ３１年度（2019年度） ３２年度（2020年度） 

密
集
住
宅
市
街
地
整
備
促
進
事
業 

春江町三丁目南地区 事業完了 － － 

南小岩七・八丁目地区 

事業中 同左 

同左 

松島三丁目地区 

一之江四丁目南地区 

江戸川一丁目地区 

中葛西八丁目地区 

二之江西地区 

平井二丁目付近地区 

南小岩南部・東松本 

付近地区 
事業開始 事業中 

上一色・本一色・興宮町

地区 
拡幅路線現況測量 事業開始 事業中 

事業費 ７８８，２２３千円 ６５５，０００千円 ８１８，０００千円 

不
燃
化
特
区
事
業 

南小岩七・八丁目 

周辺地区 

事業中 同左 同左 

松島三丁目地区 

平井二丁目付近地区 

南小岩南部・東松本 

付近地区 

事業費 １２８，８００千円 １２８，８００千円 １２８，８００千円 
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都
市
防
災
不
燃
化
促
進
事
業 

補助第１４２・ 

１４３号線地区 
事業中 同左 同左 

補助第１４４号線地区 

補助第２８５号線地区 不燃化促進調査 関係機関協議 事業開始 

事業費 ５２，０２８千円 ４８，０００千円 ４８，０００千円 

 
７０８ 細街路※の整備および狭小敷地の改善 

区民及び事業者の理解と協力を得ながら、細街路の拡幅整備を推進します。また、細街路拡幅整備指針を

ホームページで公開することで、建築行為全般が円滑に推進できるよう図ります。 

※ 細街路：幅員４ｍ未満の道路。 
施策コード ７０８ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018年度） ３１年度（2019年度） ３２年度（2020年度） 

良質な居住水準への誘導 細街路拡幅整備の推進 同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円 

 
７０９ 小松川地区防災拠点再開発事業 
３１年度の事業終了に向け、未着工街区の調整を東京都と行います。 

 

（３）良好な市街地環境の創出 

７１０ 土地区画整理事業※の推進 
事業中の土地区画整理事業の早期完了を目指し、防災性の向上を図り、安全で良好な環境の創出に努

めます。また、清算事務の早期完了に努めます。 

※ 土地区画整理事業：土地所有者等から土地の一部を提供してもらい、道路や公園等に活用し、市街地を面的に整備すること

で居住環境を向上させ、一方で宅地を整形化し利用増進を図ることを目的とした事業。 
施策コード ７１０ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018年度） ３１年度（2019年度） ３２年度（2020年度） 

土地区画整理事業の推進 

一之江駅西部地区 

清算事務 
同左 同左 

瑞江駅北部地区 

清算事務 
同左 同左 

篠崎駅西部第四期街区 

清算事務 
同左 同左 

篠崎駅西部第五期街区 

事業準備 
認可 

予備設計 

関係機関調整 

事業費 ３，７５０千円 ３，０００千円 ３，０００千円 
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７１１ 地区別整備方針の確立 

区全体の防災性を強化するため、まちづくりと一体となったスーパー堤防※整備を推進します。また、「篠崎公

園地区」につづく「スーパー堤防とまちづくり」を進める地区について、地域の現状把握と課題整理を行い、基本

構想の策定に向けた検討を行います。 

※スーパー堤防：堤防の街側を盛土し、その幅は堤防高さの約30倍で非常に幅が広く予想を超える洪水でも壊れることが無い堤防。 

施策コード ７１１ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018年度） ３１年度（2019年度） ３２年度（2020年度） 

スーパー堤防とまちづくり 

整備地区の検討【新】 
現状把握と課題整理 基本構想素案の作成 基本構想案の作成 

事業費 ０千円 ※※※千円 ※※※千円 

スーパー堤防とまちづくり 

地区別整備の推進 

北小岩一丁目東部地区 

換地計画縦覧 
換地処分 清算事務 

上篠崎一丁目北部地区 

換地計画案の策定 

宅地造成工事 

仮換地指定 
第一次仮換地引渡 

事業費 １，１９７，１０２千円 ３８６，０００千円 １９１，０００千円 

 

（４）大規模公園予定地の整備 

７１２ 篠崎公園・宇喜田公園の整備促進 
篠崎公園、宇喜田公園については、都市計画公園・緑地の整備方針において、２０２０年までに優先的に整

備を行う「優先整備区域」として位置づけられ、東京都により整備が進められています。今後も、公園の整備促

進、早期完成を要請していきます。 

低地帯である本区においては、大島小松川公園や葛西臨海公園などのように大規模公園の地盤を高く整備

することは水害時にも命を守る安全な避難場所として防災上大変重要です。今後も篠崎公園など大規模公園

の整備にあわせた高台化を東京都に要請していくとともに､東京都と連携して公園高台化の実現を目指します。 

施策コード ７１２ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018年度） ３１年度（2019年度） ３２年度（2020年度） 

篠崎公園・宇喜田公園 

の整備促進 
整備促進要請 同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円 

公園整備にあわせた 

高台化の推進 
要請 同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円 

 

７１３ 江戸川緑地における整備のあり方の検討 
江戸川・旧江戸川沿川のまちづくり事業にあわせ、緑地の整備を推進します。 

施策コード ７１３ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018年度） ３１年度（2019年度） ３２年度（2020年度） 

江戸川緑地における 

整備のあり方の検討 

仮称 江戸川二丁目 

公園地区 
沿川緑地整備の検討 同左 

事業費 ２６９，７８１千円 －千円 －千円 
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（５）地域生活圏と中心核の整備 

７１４ 生活圏の個性を活かした魅力あるまちづくり 
区民生活の多様化を踏まえつつ、区内６つの地域（中央、小松川・平井、葛西、小岩、東部、鹿骨）がそれぞ

れ快適性、利便性及び安全性を高め、区民が誇りと愛着をもって生活できるよう、個性的で魅力的なまちづくり

を推進します。 

 
７１５ 地区計画によるまちづくりの誘導 
住民の理解と参加による地域の特性にあった地区計画を策定し、建築物、土地利用等の規制・誘導及び一

部事業の導入によるまちづくりを推進します。なお、東京都が策定した「土地区画整理事業を施行すべき区域※

の市街地整備のためのガイドライン」や「用途地域等に関する指定方針及び指定基準」に基づいた都市計画変

更を適宜行います。 

※ 土地区画整理事業を施行すべき区域：戦災復興のもとに市街地の拡大を抑止するために緑地として整備することを指定された

旧緑地地域を指定解除することに伴って、土地区画整理事業により基盤整備水準を上げる予定地域として指定された区域。 

 
７１６ 自主的なまちづくり活動の支援 

区民の自主的なまちづくり活動などを支援するために、必要に応じて専門家の派遣を行います。 

施策コード ７１６ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018年度） ３１年度（2019年度） ３２年度（2020年度） 

まちづくり推進 

コンサルタントの派遣 
２地区程度 同左 同左 

事業費 ２００千円 ２００千円 ２００千円 

 
７１７ 区民提案によるルールづくりの推進 
区民提案による地区計画、建築協定※等の地区のルールづくりを推進します。 
※建築協定：土地所有者等の全員の合意によって建築物の敷地、位置、構造、用途、形態、意匠等の基準を定めた協定。 

施策コード ７１５ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018年度） ３１年度（2019年度） ３２年度（2020年度） 

地
区
計
画
の
策
定 

南小岩南部・東松本 

付近地区 
地区計画決定 運用・実現 同左 

上一色・本一色・興宮町

地区 

素案策定 

拡幅路線現況測量 
地区計画決定 運用・実現 

まちづくり推進地区の 

検討 
推進地区の調査 推進地区素案検討 推進地区素案策定 

事業費 ３８，１２７千円 ７，０００千円 ※※※千円 
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２ 利便性の高い道路、交通、情報ネットワークの整備 

【施策の考え方】 

都市計画道路や橋梁の整備による道路ネットワーク、公共交通機関、自転車走行環境等を効果的に整備・

活用し、誰もが安心・快適に移動できるまちづくりを進めます。 

また、高度情報化に対応した情報通信の利便性の高いまちをめざします。 

【施策体系図】 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

利
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路
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７１８ 区民生活を担う道路の整備 

ア． 地域幹線道路の整備促進 

イ． 地域幹線道路の整備準備 

 

７１９ 橋梁の整備 

ア． 新中川橋梁整備の検討 

イ． 松本橋架け替え 

ウ． 瑞江大橋架け替え【新】 

エ． 都県橋の整備 

補助１４３号線・補助２８６号線 

放射１６号線 

 

７２０ 自転車道路のネットワーク形成 

ア． 自転車走行環境整備 

 

７２１ 歩行者に安全な道路ネットワークの形成 

ア． 路肩のカラー化 

 

７２２ メトロセブンの整備促進 

 

７２３ 京成線の立体化の検討 

ア．京成本線の連続立体交差事業の推進 

７２４ 鉄道混雑の緩和とバリアフリーの推進 

 

７２５ 自転車を利用しやすい環境整備 

ア． 総合自転車対策の推進 

 

７２６ 利便性の高いバス交通の充実 

 

７２７ 誰もが快適に移動できるユニバーサルデザインの推進 
ア． 歩道巻き込み部の段差解消 （再掲427） 

イ． 公共施設のバリアフリー化 （再掲427） 

ウ． バリアフリーマップの改定 （再掲427） 

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成 

鉄
道
の
整
備 

楽
し
く
快
適
に
移
動
で
き
る
交
通 

次ページへ 次ページへ 
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（１）道路ネットワークの形成 

７１８ 区民生活を担う道路の整備 

地域幹線道路となる都市計画道路の整備を推進し、円滑な道路交通の確保及び質の高いまちづくりを推進

します。併せて、電線類の地中化の推進を図ります。 

施策コード ７１８ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018年度） ３１年度（2019年度） ３２年度（2020年度） 

地
域
幹
線
道
路
の
整
備
促
進 

補助第２６４号線 

（北小岩） 

建物調査・算定 

用地買収 道路整備 
同左 道路整備 

補助第２８４・２８８号線 

（中央） 
用地買収 道路整備 同左 同左 

補助第２８８号線 

（南篠崎） 

建物調査・算定 

用地買収 道路整備 
用地買収 道路整備 道路整備 

補助第２８８号線 

（北篠崎） 

建物調査・算定 

用地買収 
同左 同左 

補助第２８８号線 

（上篠崎） 
建物調査・算定 

建物調査・算定 

用地買収 
同左 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
推
進 

情
報
通
信 

７２８ 自動車交通の円滑化 

ア． 違法駐車防止活動 

 

７２９ 交通安全の推進 

ア． 交通安全の意識啓発・教育の推進 

イ． 交通事故相談 

 

７３０ 通行支障箇所の改善 

ア． 交通安全設備の整備 

イ． 交差点の特殊舗装（滑り止め舗装） 

 

７３１ 情報通信基盤の整備促進 

 

７３２ 電子区役所への取り組み 

ア． 情報処理基盤の運用 

 

７３３ 地域情報ネットワークの構築の検討 

 

前ページより 前ページより 
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（
地
域
幹
線
道
路
の
整
備
促
進
）

 

補助第２８８・２９０号線 

（一之江） 

建物調査・算定 

用地買収 道路整備 
用地買収 道路整備 道路整備 

補助第２８９号線 

（春江） 
用地買収 道路整備 同左 道路整備 

補助第２８９号線 

（江戸川） 

建物調査・算定 

用地買収 
同左 用地買収 道路整備 

補助第２８９号線 

（東葛西） 

建物調査・算定 

用地買収 
同左 同左 

事業費 ２，３４２，０００千円 ２，５５８，０００千円 ２，５２６，０００千円 

整
備
準
備 

補助第２８５号線 

（南小岩） 
事業化準備 事業認可 建物調査・算定 

補助第２８８号線 

（松江） 
－ 現況測量 用地測量 

事業費 ２０，０７８千円 １２，０００千円 ４４，０００千円 

 
７１９ 橋梁の整備 
新中川橋梁整備基本計画にて対象となっている松本橋の架け替え事業については、平成 33年度末（2021

年度末）完成を目指すとともに、完成後、瑞江大橋架け替えに着手できるよう、設計や関係機関等との協議を進

めていきます。また、未整備橋梁（鹿本橋・春江橋）については、江戸川区橋梁等長寿命化修繕計画との整合

を図りながら、今後の整備内容を検討します。 

都県橋（補助１４３号線・補助２８６号線・放射１６号線）は、都市計画道路第四次事業化計画において、東京

都施行の優先整備路線に位置付けられていることから、東京都・千葉県に早期整備を強く要請していきます。 

施策コード ７１９ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018年度） ３１年度（2019年度） ３２年度（2020年度） 

新中川橋梁整備の検討 整備内容の検討 同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円 

松本橋架け替え P2橋脚・護岸工事 P1橋脚・護岸工事 上部架設工事 

事業費 ２９２，４００千円 ３３６，０００千円 ６８９，５００千円 

瑞江大橋架け替え 

【新】 

予備設計 

関係機関等協議 

計画協議 

同左 

詳細設計 

同左 

事業費 ２９，９５２千円 ※※※千円 ※※※千円 

都県橋の整備 

補助１４３号線・補助２８６号

線・放射１６号線 

関係機関調整、 

東京都・千葉県へ 

整備要請 

同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円 
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７２０ 自転車道路のネットワーク形成 

自転車が車道の左側を走行することを促し、安全性を高めるため、ブルーレーンや自転車ナビマーク等の設

置を進めていきます。特に、東京 2020 オリンピック・パラリンピックに向けて、葛西地区を重点的に整備します。 

区道は、これまで駅等の拠点周辺を中心に行ってきた整備を区内全域に広げネットワーク化させるとともに、

国道・都道については、引き続き各道路管理者に整備を要請していきます。 

施策コード ７２０ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018 年度） ３１年度（2019 年度） ３２年度（2020 年度） 

自転車走行環境整備 
区道部の整備 

国・都へ整備要請 
同左 同左 

事業費 ６１，３１３千円 ７２，８００千円 ６５，３００千円 

 

７２１ 歩行者に安全な道路ネットワークの形成  

交通事故減少を図るため、警察と連携しながら､交通事故多発路線の重点的な安全対策等に取り組みます。 

施策コード ７２１ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018 年度） ３１年度（2019 年度） ３２年度（2020 年度） 

路肩のカラー化 
整備工事 

２，０００ｍ 
同左 同左 

事業費 ５０，０００千円 ５０，０００千円 ５０，０００千円 

 

（２）鉄道の整備 

７２２ メトロセブンの整備促進 

「地域の成長に応じた鉄道ネットワークの充実に資するプロジェクト」として、平成２８年４月の交通政策審議会

答申に位置付けられているため、その実現に向けて、事業性の課題について事業計画の検討と、高額な事業

費の縮減等諸課題の解決に取り組んでいきます。 

施策コード ７２２ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018 年度） ３１年度（2019 年度） ３２年度（2020 年度） 

メトロセブンの整備促進 

環七高速鉄道(メトロセ

ブン)促進協議会、区部

周辺部環状公共交通

都区連絡会での調査業

務委託 

同左 同左 

事業費 １，０００千円 １，０００千円 １，０００千円 

 

７２３ 京成線の立体化の検討 

京成本線立体化について、東京都、葛飾区及び京成電鉄との調整により課題解決を図り、早期に事業化さ

れるよう取り組んでいきます。 
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施策コード ７２３ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018年度） ３１年度（2019年度） ３２年度（2020年度） 

京成本線の連続立体交差 

事業の推進 

京成本線連続立体交

差実現に向けて東京都

等と調整 

同左 同左 

事業費 ０千円 ※※※千円 ※※※千円 

 
７２４ 鉄道混雑の緩和とバリアフリーの推進 
各路線における通勤・通学の混雑緩和策の検討と、各駅における内方線付き点状ブロックやホームドアの設

置を、鉄道事業者に要請します。 

 

（３）楽しく快適に移動できる交通 

７２５ 自転車を利用しやすい環境整備 
「自転車の走るまち・放置自転車ゼロ」を目指し、①駅前駐輪場の整備②放置禁止区域のエリア制実施③自

転車業務駅別委託による放置自転車撤去啓発活動の効率化④自転車利用者のマナー向上を４本の柱とし、

総合自転車対策を推進していきます。また、多様化する利用者のニーズに対応するため、指定管理者による管

理へ移行させることで、住民サービスの向上及び経費の削減を図ります。 

 
７２６ 利便性の高いバス交通の充実 
バス交通の利便性向上を図るため、増便や運行ルートの改編、乗継利便性の向上等をバス事業者と協議し、

改善が図れるよう要請していきます。 
 
７２７ 誰もが快適に移動できるユニバーサルデザイン※の推進 
バリアフリーのまちづくりを進めるために、歩道巻き込み部の段差解消等を推進するとともに、エレベーターや

自動扉の設置、多目的手洗所への改修等のバリアフリー化を推進します。また、誰もが安心して街に出かけ施設

利用ができるように、バリアフリーマップの改定版を作成し、周知及び活用に努めます。 

※ ユニバーサルデザイン：年齢、性別、障害の有無等にかかわりなく、どんな人でも使えるように設計されたデザイン。 

施策コード ７２７ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018年度） ３１年度（2019年度） ３２年度（2020年度） 

歩道巻き込み部の段差解消 

再掲４２７ 

道路改修及び占用工

事にあわせて改修 
同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 

施策コード ７２５ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018年度） ３１年度（2019年度） ３２年度（2020年度） 

総合自転車対策の推進 

総合自転車対策業務

の駅別一括業務委託 

（11駅） 

総合自転車対策業務 

の駅別一括業務委託 

（11駅） 

＊うち駐輪場施設のみ

指定管理（４駅） 

同左 

事業費 ９５８，９５１千円 ※※※千円 ※※※千円 
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公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化 

再
掲
４
２
７ 

区民施設・ 

学校施設 
手洗所改修５施設 

手洗所改修５施設 

エレベーター設置１施設 
手洗所改修３施設 

事業費 －千円 －千円 －千円 

駅前広場・公園 手洗所改修４施設 手洗所改修３施設 手洗所改修２施設 

事業費 －千円 －千円 －千円 

バリアフリーマップの改定 

再掲４２７ 
配布 ２０００冊 作成 配布 

事業費 －千円 －千円 －千円 

「－」：事業費は、歩道巻き込み部の段差解消、公共施設のバリアフリー化、バリアフリーマップの改定（施策コード４２７）の中で計

上しています。 

 

７２８ 自動車交通の円滑化 

区民・警察との協働による違法駐車防止パトロール等を実施して違法駐車台数の減少をめざします。また、違

法駐車のない安全で安心して生活できるまちづくりを推進するため、「環境をよくする運動」の各地区大会を中

心として、効果的、実効性のある啓発活動を行います。 

施策コード ７２８ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018 年度） ３１年度（2019 年度） ３２年度（2020 年度） 

違法駐車防止活動 
違法駐車防止パトロー

ル等の実施 
同左 同左 

事業費 ２，５３４千円 ２，５３４千円 ２，５３４千円 

 

７２９ 交通安全の推進 

様々な世代に応じた交通安全教室を実施し、交通安全意識などの向上を図り、交通事故の 4 割を占める自

転車・熟年者交通事故の防止を推進していきます。 

また、関係機関等と連携しながら、交通事故に係る困りごとや疑問などを過去の資料や判例を参考に、解決

への筋道をわかりやすく相談者に説明指導することにより、円満な解決を支援します。 

施策コード ７２９ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018 年度） ３１年度（2019 年度） ３２年度（2020 年度） 

交通安全の意識啓発・教育

の推進 

交通安全意識の啓発 同左 同左 

交通安全教室の開催 同左 同左 

事業費 ２２，６８３千円 ２２，６８３千円 ２２，６８３千円 

交通事故相談 交通事故相談 同左 同左 

事業費 １７３千円 １７３千円 １７３千円 
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７３０ 通行支障箇所の改善 
誰もが安全に道路を利用できるよう、交通管理者、地域住民と連携を図り、交通環境の向上に努めていきま

す。 

施策コード ７３０ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018年度） ３１年度（2019年度） ３２年度（2020年度） 

交通安全設備の整備 実施 同左 同左 

事業費 ３０，０００千円 ３０，０００千円 ３０，０００千円 

交差点の特殊舗装 

（滑り止め舗装） 

整備工事 

２５か所 
同左 同左 

事業費 ２７，５００千円 ２７，５００千円 ２７，５００千円 

 

（４）情報通信ネットワーク化の推進 

７３１ 情報通信基盤の整備促進 
情報通信基盤を活用することにより、快適な情報提供環境を促進します。 

 
７３２ 電子区役所への取り組み 

共通基盤を中心とした情報処理基盤の安定的稼働の維持を図りながら、ICTを活用した区民サービスの向上

と事務処理の効率化・高度化に向けた取り組みを推進します。 

施策コード ７３２ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018年度） ３１年度（2019年度） ３２年度（2020年度） 

情報処理基盤の運用 

共通基盤の運用 同左 同左 

業務システムの 

構築（改修）・運用 
同左 同左 

事業費 ４，５２９，６４４千円 ３，８００，０００千円 ３，６５０，０００千円 

 

７３３ 地域情報ネットワークの構築の検討 
地域内の情報交流と地域からの情報発信を高めるために、関係機関と連携し、地域情報ネットワークの構築

を検討していきます。また、地域活動ホームページの活用を図り、町会・自治会活動の透明性の向上及び加入

の促進に努めます。 
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３ 地域の魅力を高めるまちづくり 

【施策の考え方】 

水辺、緑等の様々な都市の資源と魅力を育て、まちづくりに活かします。また、事故、犯罪等を防止した、安

心して暮らせる魅力の高いまちづくりを進めます。 

【施策体系図】 
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７３４ 区民主体の環境づくり 

ア． ボランティアの育成支援 （再掲518） 

７３５ 緑の回廊の形成 

ア． 民間活力の導入による公園の整備・管理【新】 

イ． 長寿命化計画に基づく公園施設の維持管理 

ウ． 公共施設の屋上緑化 （再掲502） 

エ． 民間屋上緑化の促進 （再掲502） 

オ． 農地保全に向けた取り組み （再掲526） 

カ． 河川沿川の並木づくり （再掲520） 

キ． みどりの基本計画の推進 

ク． 身近な公園の整備 （再掲109） 

７３６ 水辺空間の整備・充実 

ア． 水辺に親しむ環境学習の場の設置 （再掲525） 

７３７ 自然豊かな親水公園・親水緑道づくり 

ア． 水と緑のネットワークの形成 

 

７３８ 地域の特性を活かした個性ある景観形成 

７３９ 電線のない街の実現 

ア． 電線類地中化 

イ． 歩道幅員が狭い道路等の電線類地中化【新】 

７４０ 区民・事業者と区の協働による景観づくり 

ア． まちづくり推進コンサルタント派遣（再掲716） 
 

７４１ 総合的な住宅施策の展開 

ア． 総合的な住宅施策の展開 

７４２ 住まいに関する相談や情報の提供の充実 

ア． マンション管理の適正化の促進 

イ． 空家の利用促進【新】 

７４３ 多様で良質な住宅の供給支援 

ア． 中古市場の活性化及びリフォーム資金融資 

７４４ 地域特性を活かした住環境づくり 

ア． 地区計画の策定 （再掲715） 

イ． 密集住宅市街地整備促進事業 （再掲707） 

ウ． 土地区画整理事業の推進 （再掲710） 

エ． 動物の適正飼養についての普及啓発 

オ． 飼い主のいない猫対策支援事業 

カ． ハクビシン対策事業【新】 

キ． 住宅宿泊事業（民泊）における事業者等の監視指導【新】 
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７４５ 安全で健康に配慮した住宅づくりの推進 

ア． 住まいのバリアフリーの普及促進 

イ． 耐震改修の支援 

７４６ 高齢者などの居住支援策の充実 

ア． 高齢者向け賃貸住宅の供給支援 （再掲408） 

イ． 民間賃貸住宅家賃助成（熟年者） （再掲408） 

ウ． 住まいの改造助成（熟年者） （再掲408） 

エ． 居住支援協議会の組織・運営【新】 （再掲408） 

オ． シルバーピア運営 （再掲408） 

カ． 熟年者の住まい関連ボランティアの活用 （再掲408） 

７４７ 公営住宅への対応 

ア． 公営住宅の有効活用 

 

７４８ 歩いて楽しめる水と緑の道づくり 

ア． 自転車走行環境整備 （再掲720） 

７４９ 魅力あるにぎわいの場づくり 

ア． 南小岩六丁目地区第一種市街地再開発事業 （再掲703） 

イ． ＪＲ小岩駅北口地区第一種市街地再開発事業 （再掲703）  

ウ． 京成小岩駅周辺地区の整備 （再掲703） 

エ． 南小岩七丁目地区土地区画整理事業・市街地再開発

事業一体的施行 （再掲703） 

オ． 補助第２８５号線（南小岩八丁目）・区画街路第２８号線 （再掲 703） 

カ． 平井五丁目駅前地区第一種市街地再開発事業【新】 

（再掲703） 

７５０ 親しまれ、受けつがれる地域の風物詩づくり 

 

７５１ 地域ぐるみの防犯対策 

ア． 防犯活動の推進（犯罪件数の抑制） 

イ． 防犯意識を高める情報や不審者情報の発信 

ウ． 委託警備会社による夜間パトロールの実施 

エ． 防犯カメラの設置支援 

オ． 地域で取り組む防犯活動への支援 

カ． 自転車盗ゼロ作戦 
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（１）水と緑にあふれる都市環境の充実 

７３４ 区民主体の環境づくり 
街路樹や水辺、公園、道路、駅前広場などで活動するボランティア団体に対して安全で円滑な活動ができる

よう支援するとともに、区民相互の交流や促進、相談支援、情報の収集・提供等の支援を行います。 

元気な桜を育てるまちづくりを目標に、区内の桜を守り育て、広める役割を担う人材を育成し、その活動を支

援します。 

施策コード ７３４ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018年度） ３１年度（2019年度） ３２年度（2020年度） 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
支
援 

公園ボランティア 

再掲５１８ 
活動の相談・支援 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 

まちかどボランティア 

再掲５１８ 
活動の相談・支援・広報 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 

緑のボランティア 

再掲５１８ 
活動の相談・支援 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 

水辺のボランティア 

再掲５１８ 
活動の相談・支援 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 

「－」：事業費は、ボランティアの育成支援（公園ボランティア、まちかどボランティア、緑のボランティア、水辺のボランティア）（施策

コード５１８）の中で計上しています。 

 

７３５ 緑の回廊※の形成  

「みどりの基本計画」に基づき、みどりを守り・育み・創る施策を推進します。 

より身近で利用しやすく、さまざまな区民のニーズに対応するため、既設の公園の施設整備や管理方法につ

いて、民間活力の導入も含めた検討を進めていきます。 

公園等の老朽化施設のライフサイクルコストの縮減と予算の平準化を図り、適切に維持管理を行っていくため

の長寿命化計画を策定し、計画的な施設の更新を行います。 

住宅等整備事業における基準等に関する条例※に基づいた民間や公共施設の屋上緑化等の取り組みを推

進することにより、ヒートアイランド現象の抑制を図ります。 

本区の貴重なみどり・オープンスペースである農地について、保全や活用等に向けた取り組みを進めるととも

に、公園不足地域を解消するため、「みどりの基本計画」に基づき、身近な公園の整備を進めます。 

スーパー堤防整備等の機会を捉えて堤防天端等への桜並木の整備を進め、良好な景観や親水空間の創出

を図ります。 

※ 緑の回廊：公園、河川、学校等の緑の核をなす施設を親水緑道や緑道等、緑豊かな道路で結んだ回遊性のあるネットワーク。 
※ 住宅等整備事業における基準等に関する条例：中高層共同住宅や一定規模以上の土地利用の基準を定めたもの。 
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施策コード ７３５ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018年度） ３１年度（2019年度） ３２年度（2020年度） 

民間活力の導入による公園

の整備・管理【新】 
特色ある公園での 

導入検討 
同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円 

長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く 

公
園
施
設
の
維
持
管
理 

遊具更新 ４箇所 ３箇所 同左 

事業費 ６８，０２６千円 ５０，０００千円 ５０，０００千円 

計画改定 
大型公園 

健全度調査・計画改定 
計画に基づく維持管理 同左 

事業費 ３８，１６８千円 ※※※千円 ※※※千円 

公共施設の屋上緑化 

再掲５０２ 
６施設 ６施設 ９施設 

事業費 －千円 －千円 －千円 

民間屋上緑化の促進 

再掲５０２ 

「住宅等整備事業にお

ける基準等に関する条

例」に基づく相談対応 

促進件数50件 

同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 

農地保全に向けた取り組み 

再掲５２６ 
農地保全策の検討 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 

河川沿川の並木づくり 

再掲５２０ 

江戸川二丁目地区 

協議・調整 
さくら植栽工事 協議・調整 

篠崎公園地区 

協議・調整 
同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 

みどりの基本計画の推進 実施施策の推進 同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円 

身近な公園の整備 

再掲１０９ 
２箇所 同左 １箇所 

事業費 －千円 －千円 －千円 

「－」：事業費は、公共施設の屋上緑化、民間屋上緑化の促進（施策コード５０２）、農地保全に向けた取り組み（施策コード５２６）、

身近な公園の整備（施策コード１０９）、河川沿川の並木づくり（施策コード５２０）の中で計上しています。 
 
７３６ 水辺空間の整備・充実  
えどがわエコセンターや子ども未来館と連携し、豊かな水辺空間を活用した環境学習の場づくりを提供・推進

します。 
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施策コード ７３６ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018年度） ３１年度（2019年度） ３２年度（2020年度） 

水辺に親しむ環境学習 

の場の設置 

再掲５２５ 

環境学習等の場として

の活用 
同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 

「－」：事業費は、水辺に親しむ環境学習の場の設置（施策コード５２５）の中で計上しています。 
 
７３７ 自然豊かな親水公園・親水緑道づくり 
多様な生き物が棲息している親水公園や親水緑道等において、環境資源や自然観察等のふれあいの場とし

て水辺環境の充実、利用の促進を図ります。 

施策コード ７３７ 年次計画 
計画事業内容 ３０年度（2018年度） ３１年度（2019年度） ３２年度（2020年度） 

水と緑のネットワークの形成 利用の促進 同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円 

 
（２）美しい都市景観づくり 

７３８ 地域の特性を活かした個性ある景観形成 
地域特性に応じた「江戸川らしい」景観をさらに高めるため、景観条例による事前協議・届出制度を活用し、

適正な開発誘導を行うとともに、景観まちづくりワークショップやえどがわ百景幹事会等、区民主体の景観まちづ

くり活動を推進します。 

 

７３９ 電線のない街の実現 
都市計画道路等の整備に併せて電線類の地中化を推進し、都市防災機能の強化、安全で快適な歩行空間

の確保、良好な景観の創出を図ります。 

今井街道等の歩道幅員が狭い道路や歩道のない道路等、これまで整備が困難だった路線について、東京

都の補助金を活用して低コスト手法を導入した電線類の地中化を図ります。 

施策コード ７３９ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018年度） ３１年度（2019年度） ３２年度（2020年度） 

電線類地中化 
都市計画道路等の 

電線類地中化 
同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 

歩道幅員が狭い道路等の 

電線類地中化【新】 

今井街道の 

電線類地中化 
同左 同左 

事業費 ８６，７０７千円 ６４，０００千円 ２２２，０００千円 
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７４０ 区民・事業者と区の協働による景観づくり 

区民の自主的なまちづくり活動などを支援するために、情報提供、専門家の派遣等を行います。 

施策コード ７４０ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018年度） ３１年度（2019年度） ３２年度（2020年度） 

まちづくり推進コンサルタント 

派遣 再掲７１６ 
２地区程度 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 

「－」：事業費は、まちづくり推進コンサルタント派遣（施策コード７１６）の中で計上しています。 

 

（３）住みよく永住できる居住環境づくり 

７４１ 総合的な住宅施策の展開 

「区の主要課題＜高齢化（住まい）への対応＞」を踏まえ、効果的かつ重点的な住宅施策を推進するとともに、

「住宅マスタープラン」の改定を行います。 

施策コード ７４１ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018年度） ３１年度（2019年度） ３２年度（2020年度） 

総合的な住宅施策の展開 

住宅施策の推進及び

「住宅マスタープラン

（住まいの基本計画）」

の改定 

住宅施策の推進 同左 

事業費 ５，０９４千円 ０千円 ０千円 
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７４２ 住まいに関する相談や情報の提供の充実 

危機管理を含め、マンションの総合的な管理を促進するため「マンション通信」の発行支援を行います。また、

管理組合等が専門家からアドバイスが受けられるよう、無料相談窓口や、東京都防災・建築まちづくりセンター

が行うマンションアドバイザー制度の利用助成を実施します。さらに、マンション同士の情報交換や連絡会の形

成に寄与するよう、複数のマンションが交流する場への専門家派遣や、管理組合向けセミナーを実施します。特

に組織的運営に課題が多いとされる小規模マンションについては、管理運営の実態を踏まえてきめ細かく対応

します。 

平成２８年１月に策定した「江戸川区空家等対策計画」に沿い、活用が見込める空き家について、地域活動

の拠点となるように､物件提供者と活用希望者を結びつける（マッチングを図る）仕組みづくりを進めていきます。 

施策コード ７４２ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018 年度） ３１年度（2019 年度） ３２年度（2020 年度） 

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
の
適
正
化
の
促
進 

マンション通信 

発行支援 
年４回 同左 同左 

マンション交流支援 

専門家の派遣 
年３回 同左 同左 

防災・まちづくりセンター

が実施する「マンション

アドバイザー制度」への

利用助成【新】 

年３件 同左 同左 

マンション管理組合セミ

ナーの実施【新】 
年１回 同左 同左 

事業費 １，１６８千円 １，１６８千円 １，１６８千円 

空家の利用促進【新】 

物件登録数 

年５件 
同左 同左 

マッチング件数 

（初期は仕組みづくり） 
５件 年１件 

事業費 ※※※千円 ※※※千円 ※※※千円 

 

７４３ 多様で良質な住宅の供給支援 

既存の住宅ストックを有効に活用し、老朽化した住宅の改修・建替えを促進するため、リフォーム資金の融資

あっせんを行い、居住水準や防災性の向上及び住宅産業の振興を図ります。 

施策コード ７４３ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018 年度） ３１年度（2019 年度） ３２年度（2020 年度） 

中古市場の活性化及び 

リフォーム資金融資 

住宅リフォーム資金の

融資あっせん ５件 
同左 同左 

事業費 ５６２千円 ５６２千円 ５６２千円 
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７４４ 地域特性を活かした住環境づくり 

コミュニティの機能を活かしながら、住民合意に基づいた地区計画制度を活用するとともに、密集住宅市街地

整備促進事業や土地区画整理事業の推進を図り、魅力ある良好な住環境を形成します。 

町会回覧や区広報板、講習会等を通じて、ペットの適正飼養及び防災対策についての啓発を図り、人と動物

との豊かな共生社会を実現していきます。また、飼い主のいない猫に係る問題を解決するための地域の活動を

支援することにより、飼い主のいない猫の減少及び区民の快適な生活環境の保持を図ります。さらに、地域ボラ

ンティアの活動を区全域に拡大していきます。 

家屋への糞尿被害を引き起こすハクビシン・アライグマを防除し、地域環境の保全を図ります。 

宿泊事業者又は管理業者に対し、関係部署と連携しながら、適切な事業運営の監視、指導を行っていきます。

また、講習会を開催し安全、安心な運営についての情報提供を行っていきます。 

施策コード ７４４ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018年度） ３１年度（2019年度） ３２年度（2020年度） 

地区計画の策定 

再掲７１５ 
３地区 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 

密集住宅市街地整備 

促進事業 再掲７０７ 
９地区 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 

土地区画整理事業の推進 

再掲７１０ 

一之江駅西部地区 

清算事務 
同左 同左 

瑞江駅北部地区 

清算事務 
同左 同左 

篠崎駅西部第四期街区 

造成工事 
同左 同左 

篠崎駅西部第五期街区 

事業準備 
認可 

予備設計 

関係機関調整 

事業費 －千円 －千円 －千円 

動物の適正飼養についての

普及啓発 

ペットの適正飼養の啓

発や防災対策の推進 
同左 同左 

事業費 ６５０千円 ６５０千円 ６５０千円 

飼い主のいない猫対策 

支援事業 

飼い主のいない猫の不

妊・去勢手術費助成等 

（２４０件） 

同左 

（２４０件） 

同左 

（２４０件） 

事業費 １０，０００千円 ７，５００千円 ７，５００千円 

ハクビシン対策事業【新】 
ハクビシン・アライグマ

処分費等 
同左 同左 

事業費 ９５０千円 ９５０千円 ９５０千円 
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住宅宿泊事業（民泊）におけ

る事業者等の監視指導 

【新】 

住宅宿泊事業者等の

監視指導の実施 

（対象300件） 

同左 同左 

事業費 １７４千円 １７４千円 １７４千円 

「－」：事業費は、地区計画の策定（施策コード７１５）、密集住宅市街地整備促進事業（施策コード７０７）、土地区画整理事業の推

進（施策コード７１０）の中で計上しています。 

 

７４５ 安全で健康に配慮した住宅づくりの推進 

建物の新築、増改築に当たっては、高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律、東京都高齢

者、身体障害者等が利用しやすい建築物の整備に関する条例及び江戸川区住宅等整備事業における基準等

に関する条例※によるバリアフリー建築を誘導するとともに、バリアフリー化の普及を促進します。 

また、江戸川区耐震改修促進計画に基づき、戸建住宅、木造賃貸住宅、分譲マンション並びに緊急輸

送道路沿道建築物等に対して、相談のサポートや耐震改修等への助成を行うことで、耐震化を進め、災

害に強いまちづくりの形成を図ります。 

※ 住宅等整備事業における基準等に関する条例：中高層共同住宅や一定規模以上の土地利用の基準を定めたもの。 
施策コード ７４５ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018年度） ３１年度（2019年度） ３２年度（2020年度） 

住まいのバリアフリー 

の普及促進 
普及促進 同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円 

耐震改修の促進 

戸建住宅・分譲マンショ

ン・緊急輸送道路沿道

建築物等に対して耐震

化促進事業の実施及

び普及啓発 

同左 同左 

事業費 ３３１，３１３千円 ３７０，０００千円 ３７０，０００千円 

 

７４６ 高齢者などの居住支援策の充実  

熟年者が住み慣れた地域にいつまでも安心して住み続けられるよう、その状態に応じた多様な住まいの普

及・整備の促進に努めるとともに、高齢者向け賃貸住宅の供給支援、民間賃貸住宅家賃助成※、住まいの改造

助成、居住支援協議会の組織・運営、シルバーピア運営等により、住まいの確保・改善等を図ります。 

※ 民間賃貸住宅家賃助成：建物の取り壊し等で家主から転居を迫られた熟年者が、住み慣れた地域で安心して暮らし続けられる

ように、緊急処置として住み替え家賃の差額を助成する。 

施策コード ７４６ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018年度） ３１年度（2019年度） ３２年度（2020年度） 

高
齢
者
向
け
賃
貸

住
宅
の
供
給
支
援 

再
掲
４
０
８ 

新規整備 事業計画への同意 同左 同左 

家賃低廉化 8棟224戸 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 
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民間賃貸住宅家賃助成 

（熟年者） 

再掲４０８ 

１７０件 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 

住まいの改造助成（熟年者） 

再掲４０８ 
１８０件 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 

居住支援協議会の 

組織・運営【新】 

再掲４０８ 

組織・運営 運営 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 

シルバーピア運営 

再掲４０８ 
５０世帯 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 

熟年者の住まい関連 

ボランティアの活用 

再掲４０８ 

ボランティアの活用 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 

「－」：事業費は、高齢者向け賃貸住宅の供給支援、民間賃貸住宅家賃助成、住まいの改造助成、居住支援協議会の組織・運営、

シルバーピア運営、熟年者の住まい関連ボランティアの活用（施策コード４０８）の中で計上しています。 

 

７４７ 公営住宅への対応  

区営住宅については、適正な修繕計画に基づき、維持・管理を行っていくとともに、コストの削減、サービスの

向上など、さらに効率的な管理・運営を図るため、指定管理者制度を活用していきます。 

また、都営住宅の建替にあたっては、関係部署と連携をとりながら区として必要な施設等の整備について調

整、協議を行います。 

施策コード ７４７ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018年度） ３１年度（2019年度） ３２年度（2020年度） 

公営住宅の有効活用 

区営住宅の管理 

３団地６５戸 
同左 同左 

都営住宅の建替調整 同左 同左 

事業費 １９，２５３千円 ２０，０００千円 ２０，０００千円 

 

（４）歩いて楽しめる個性あるまち 

７４８ 歩いて楽しめる水と緑の道づくり 

自転車が車道の左側を走行することを促し、安全性を高めるため、ブルーレーンや自転車ナビマーク等の設

置を進めていきます。特に東京2020オリンピック・パラリンピックに向けて、葛西地区を重点的に整備します。 

区道は、これまで駅等の拠点周辺を中心に行ってきた整備を区内全域に広げネットワーク化させます。国道・

都道については、引き続き各道路管理者に整備を要請していきます。 
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施策コード ７４８ 年次計画 
計画事業内容 ３０年度（2018年度） ３１年度（2019年度） ３２年度（2020年度） 

自転車走行環境整備 

再掲７２０ 
区道部の整備 

国・都へ整備要請 
同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 

「－」：事業費は、自転車走行環境整備（施策コード７２０）の中で計上しています。 

 

７４９ 魅力あるにぎわいの場づくり 

主要鉄道駅の周辺は、商業や交通の拠点となる地域中心核にふさわしい高度利用を誘導し、賑わいのある

商業機能、事務所等の業務機能の充実を図ります。特に、ＪＲ小岩駅周辺地区は、道路・駅広場等の都市施設、

及び地区別の事業推進を図ります。また、京成小岩駅周辺地区は京成本線連続立体化事業の推進に向けて、

まちづくりを進めます。 

平井五丁目駅前地区は、駅前商業拠点としての商業・業務施設の充実と、質の高い住宅供給による定住人

口の増加、及びにぎわいを創出するため歩行空間の整備を図ります。 

施策コード ７４９ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018年度） ３１年度（2019年度） ３２年度（2020年度） 

南小岩六丁目地区 

第一種市街地再開発事業 

再掲７０３ 

権利変換計画認可 建設工事 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 

ＪＲ小岩駅北口地区 

第一種市街地再開発事業 

再掲７０３ 

都市計画決定 
事業認可 

組合設立 
権利変換計画認可 

事業費 －千円 －千円 －千円 

京成小岩駅周辺地区の整備 

再掲７０３ 
地区再生計画作成 同左 街区整備計画作成 

事業費 －千円 －千円 －千円 

南小岩七丁目地区 

土地区画整理事業・市街地

再開発事業一体的施行 

再掲７０３ 

事業計画策定(区画整理)

都市計画協議(再開発) 
同左 

換地計画認可(区画整理) 

事業認可・組合設立(再開

発） 

事業費 －千円 －千円 －千円 

補助第２８５号線 

（南小岩八丁目） 

区画街路第２８号線 

再掲７０３ 

用地買収 同左 街築工事 

事業費 －千円 －千円 －千円 
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平井五丁目駅前地区 

第一種市街地再開発事業

【新】 再掲７０３ 

事業認可 

組合設立 
権利変換計画認可 建設工事 

事業費 －千円 －千円 －千円 

「－」：事業費は、南小岩六丁目地区第一種市街地再開発事業、ＪＲ小岩駅北口地区第一種市街地再開発事業、京成小岩駅周

辺地区の整備、南小岩七丁目地区土地区画整理事業・市街地再開発事業一体的施行、補助第285号線（南小岩八丁目）区画街

路第28号線、平井五丁目駅前地区第一種市街地再開発事業（施策コード７０３）の中で計上しています。 

 

７５０ 親しまれ、受けつがれる地域の風物詩づくり 

地域のイベント、地域のボランティア活動等を情報提供し、地域住民のふれあいの場づくりを図ります。 

 

（５）安心して生活できるまちづくり 

７５１ 地域ぐるみの防犯対策 

「安全・安心まちづくり大綱」に基づき、区民が日々安全で安心して暮らせるまちづくりを実現するため、区民、

警察、区が一体となり、犯罪抑止に向けた取り組みを行っていきます。 

具体的には、警察や消防との連携を強化していくとともに、防犯カメラの設置支援や警備会社による夜間パト

ロールの実施、各地域で行われている安全・安心パトロール活動への支援等、総合的な防犯まちづくりを推進

していきます。 

また、身近な防犯抑止対策として、自転車盗ゼロ作戦の実施、メールニュースによる不審者情報の配信、各

種イベントでのＰＲや防犯だより、ホームページを活用した啓発活動の実施により、安全で安心して生活できるま

ちづくりを進めていきます。 

施策コード ７５１ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018年度） ３１年度（2019年度） ３２年度（2020年度） 

防犯活動の推進 

（犯罪件数の抑制） 

６，０００件 

（犯罪件数） 

５，９００件 

（犯罪件数） 

５，８００件 

（犯罪件数） 

事業費 １，４５０千円 １，４５０千円 １，４５０千円 

防犯意識を高める情報や 

不審者情報の発信 

えどがわメールニュー

ス・防犯だより等の発行 
同左 同左 

事業費 ８３０千円 ８３０千円 ８３０千円 

委託警備会社による 

夜間パトロールの実施 
パトロールの実施 同左 同左 

事業費 ２９，９３８千円 ２９，９３８千円 ２９，９３８千円 

防犯カメラの設置支援 設置支援 同左 同左 

事業費 ４６，７８２千円 ※※※千円 ※※※千円 

地域で取り組む 

防犯活動への支援 

安全・安心パトロール

等への活動支援 
同左 同左 

事業費 ３，６３９千円 ３，６３９千円 ３，６３９千円 

自転車盗ゼロ作戦 
２，４００件 

（自転車盗件数） 

２，３５０件 

（自転車盗件数） 

２，３００件 

（自転車盗件数） 

事業費 １，６２５千円 １，６２５千円 １，６２５千円 
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４ 安全で災害に強いまちづくり 

【施策の考え方】 

「自分たちのまちは自分たちで守る」という意識を高め、区民と区の役割を明確にし、区民や関係機関と一体

となった災害に強いまちをつくります。 

また、安心して住み続けられるよう、まちづくりと一体の高規格堤防、木造密集市街地の整備等の都市基盤の

整備を進め、都市化の進展による都市型水害、ヒートアイランド現象の対応等を推進します。 

【施策体系図】 
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７５２ 災害に強い都市基盤の整備 

ア． 土木公共施設の長寿命化対策 

イ． 橋梁等長寿命化修繕計画に基づく橋梁の維持管理 

７５３ 防災空間の確保 

７５４ 高規格堤防（スーパー堤防）などの整備促進 

ア． スーパー堤防とまちづくり整備地区の検討【新】 （再掲 711） 

イ． スーパー堤防とまちづくり地区別整備の推進 （再掲 711） 

７５５ 都市水害への対策 

ア． 浸水対策の推進 

７５６ ヒートアイランド現象への対策 

ア． 公共施設の屋上緑化 （再掲502） 

イ． 民間屋上緑化の促進 （再掲502） 

 

７５７ 災害対応力の強化 

ア． 各種職員訓練の実施と検証・改善 

イ． 江戸川区受援計画の策定【新】 

ウ． 災害廃棄物処理計画の策定【新】 

７５８ 災害情報の効果的・効率的な収集と伝達 

ア． 防災行政無線デジタル化 

７５９ 連携体制の強化 

７６０ 救援・救護体制の強化 

ア． 一次避難所の備蓄物資充実 

イ． 防災井戸整備事業 

 

７６１ 自主的な防災の推進 

ア． 水害ハザードマップの作製【新】 

イ． 要配慮者利用施設の避難確保計画作成【新】 

７６２ 地域における防災コミュニティの確立 

ア． 避難所運営協議会の設立 

７６３ 実践的な防災教育・防災訓練の充実 
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（１）防災まちづくり 

７５２ 災害に強い都市基盤の整備 

老朽化が進む土木公共施設を、将来に渡って持続的かつ適切に維持管理していくため、日常点検や定期点

検等を着実に行い、施設類型ごとに長寿命化計画を策定し、予防保全型維持管理を推進していきます。 

施策コード ７５２ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018年度） ３１年度（2019年度） ３２年度（2020年度） 

土木公共施設の 

長寿命化対策 

公園施設長寿命化 

計画改定 

親水緑道長寿命化 

計画策定 

道路長寿命化 

修繕計画策定 

事業費 ０千円 ※※※千円 ※※※千円 

橋梁等長寿命化修繕計画 

にもとづく橋梁の維持管理 
維持工事 同左 

維持工事 

点検調査委託 

事業費 ４８，０００千円 ４０，０００千円 ６０，０００千円 

 

７５３ 防災空間の確保 

区民及び事業者の理解と協力を得ながら、助成金制度の活用を図りつつ、細街路の拡幅整備を推進します。

また、指定道路図・調書を作成し、閲覧に供することにより、建築行為全般を円滑に推進するよう図ります。 

 

７５４ 高規格堤防（スーパー堤防）などの整備促進 

区全体の防災性を強化するため、まちづくりと一体となったスーパー堤防整備を推進します。また、「篠崎公

園地区」につづく「スーパー堤防とまちづくり」を進める地区について、地域の現状把握と課題整理を行い、基本

構想の策定に向けた検討を行います。 

施策コード ７５４ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018年度） ３１年度（2019年度） ３２年度（2020年度） 

スーパー堤防とまちづくり 

整備地区の検討【新】 

再掲７１１ 

現状把握と課題整理 基本構想素案の作成 基本構想案の作成 

事業費 －千円 －千円 －千円 

スーパー堤防とまちづくり 

地区別整備の推進 

再掲７１１ 

北小岩一丁目東部地区 

換地計画縦覧 
換地処分 清算事務 

上篠崎一丁目北部地区 

換地設計案の策定 

宅地造成工事 

仮換地指定 
第一次仮換地引渡 

事業費 －千円 －千円 －千円 

「－」：事業費は、スーパー堤防とまちづくり整備地区の検討、スーパー堤防とまちづくり地区別整備の推進（施策コード７１１）の中

で計上しています。 

 

７５５ 都市水害への対策  

台風による大雨や下水道の排水能力を超える集中豪雨による浸水被害を防止するため、東京都下水道局に

小松川第二ポンプ所の早期完成を要請していきます。また、同局と連携し、区民に対して浸水リスクや気象情報

等を提供するとともに、自助・共助による備えにより被害を最小限に抑えるための啓発活動を実施していきます。 
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施策コード ７５５ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018年度） ３１年度（2019年度） ３２年度（2020年度） 

浸水対策の推進 
要請、自助・共助による

防災活動の啓発実施 
同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円 

 

７５６ ヒートアイランド現象※への対策 

公共施設の屋上緑化を推進し、住宅等整備事業における基準等に関する条例※に基づいた民間敷地内の

緑化、屋上緑化、駐車場設置部分等に透水性舗装※、保水性舗装※を誘導するとともに省エネルギー機器設置

住宅に対する容積率の緩和をすることにより省エネ住宅の建設を促進し、ヒートアイランド現象の抑制を図りま

す。 

※ ヒートアイランド現象：都市中心部の都市活動の結果として生じる気温上昇現象。 
※ 住宅等整備事業における基準等に関する条例：中高層共同住宅や一定規模以上の土地利用の基準を定めたもの。 
※ 透水性舗装：雨水の地中への浸透により、雨水流出抑制、雨天時の歩行性の向上等に効果がある舗装。 
※ 保水性舗装：道路の舗装断面に保水機能をもたせた舗装。雨天時に吸収した水分を晴天時に蒸発させ、気化熱を奪うことに

より路面の温度が下がる効果が期待できる。 

施策コード ７５６ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018年度） ３１年度（2019年度） ３２年度（2020年度） 

公共施設の屋上緑化 

再掲５０２ 
６施設 ６施設 ９施設 

事業費 －千円 －千円 －千円 

民間屋上緑化の促進 

再掲５０２ 

「住宅等整備事業にお

ける基準等に関する条

例」に基づく相談対応 

促進件数５０件 

同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円 

「－」：事業費は、公共施設の屋上緑化、民間屋上緑化の促進（施策コード５０２）の中で計上しています。 

 

（２）防災体制の充実 

７５７ 災害対応力の強化 

実践的な災害対策活動を展開するために、全庁での危機管理体制を構築し、職員一人ひとりの意識と行動

力を高めていきます。各種職員訓練の実施と検証、関係機関との連携強化を繰り返し実行していくことにより、

的確な災害対応力の向上を図ります。 

大規模地震への全庁的な課題への取り組みとして、発災後の業務執行体制や、他自治体等からの応援を想

定した体制を整備するため、江戸川区受援計画を策定します。 

発災後、区民の生活環境を保全し、公衆衛生上の支障を防止するとともに早期の復旧、復興を目的とした計

画を策定します。また、平時において区民に災害廃棄物への理解と協力を得る為に実地研修会を開催します。 

施策コード ７５７ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018年度） ３１年度（2019年度） ３２年度（2020年度） 

各種職員訓練の実施 実施 同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円 
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江戸川区受援計画の策定

【新】 
策定 継続検討 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円 

災害廃棄物処理計画の 

策定【新】 
策定会議の開催 同左 同左 

事業費 １２３千円 ※※※千円 ※※※千円 

 

７５８ 災害情報の効果的・効率的な収集と伝達 

防災設備機器の機能強化を図るため、国の交付金を活用して５カ年事業計画により取り組み、都市防災機能

を高めます。 

施策コード ７５８ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018 年度） ３１年度（2019 年度） ３２年度（2020 年度） 

防災行政無線デジタル化 
屋外 63 局整備 

屋内 98 局整備 

屋外 63 局整備 

屋内 72 局整備 
― 

事業費 ３４８，２３０千円 ３４９，０００千円 千円 

 

７５９ 連携体制の強化 

災害発生時における各種協定について、自治体や関係機関及び民間事業者との新たな協定締結に努めま

す。また、協定締結後も緊急連絡先の確認や定期的な情報交換、合同訓練等を通じて、相互に連携体制の強

化を図っていきます。 

 

７６０ 救援・救護体制の強化  

災害時に被災者が必要とする備蓄物資の増備・充実を図ります。また、備蓄物資は、一次避難所となる区立

小・中学校への分散配備及び区の防災倉庫（小松川・葛西）への拠点配備とします。 

震災時、一次避難所における生活用水を確保するため、平成２７年度から５カ年計画で区立小・中学校への

防災井戸の整備を進めます。 

施策コード ７６０ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018 年度） ３１年度（2019 年度） ３２年度（2020 年度） 

一次避難所の備蓄物資充実 実施 同左 同左 

事業費 ７７，２９０千円 ６４，７６６千円 ６５，５８３千円 

防災井戸整備事業 ２１基整備 ２０基整備 ― 

事業費 ８４，５８７千円 ８０，５５９千円 千円 
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（３）みんなで守るまちづくり 

７６１ 自主的な防災の推進 

想定できる最大規模の水害に対して犠牲者ゼロを目指すため、江東５区が協働した大規模水害ハザードマッ

プ・広域避難行動計画を作成するほか、江戸川区水害ハザードマップについても、最新の浸水想定区域図等

に基づいた改訂を行い、浸水情報や避難方法を区民にわかりやすく提供し、防災意識の向上を図っていきま

す｡ 

また、水防法改正に伴い、社会福祉施設や医療施設、教育施設等の要配慮者利用施設において、水害時

の避難確保計画作成および避難訓練実施を要請・促進していきます。 

施策コード ７６１ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018年度） ３１年度（2019年度） ３２年度（2020年度） 

水害ハザードマップの作製

【新】 
作製 配付・啓発活動 啓発活動 

事業費 ６４，１８６千円 ２，５９２千円 ０千円 

要配慮者利用施設の 

避難確保計画作成【新】 

ガイドラインとひな形の

作成、対象施設の選定 

説明会の実施、 

避難確保計画作成 

避難確保計画作成、 

訓練実施 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円 

 

７６２ 地域における防災コミュニティの確立 

震災時に被災者の支援拠点となる一次避難所（区立小・中学校）の開設及び運営が、スムーズに進められる

よう地域・学校職員・避難所開設職員が連携した体制づくりを進めます。 

施策コード ７６２ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018年度） ３１年度（2019年度） ３２年度（2020年度） 

避難所運営協議会の設立 推進 同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円 

 

７６３ 実践的な防災教育・防災訓練の充実 
子ども、保護者等が災害発生時に適切な対応がとれるよう、あらゆる機会を通じた、より実践的な防災教育及

び防災訓練の実施に努めます。 

 


